イギリスにおけるカントリー･サイド･人と館 by 杉恵,惇宏
明治大学人文科学研究所紀要 第四十二冊(1997)173-185
イ ギ リス に お け る カ ン トリー ・サ イ ド ・人 と館
杉 恵 惇 宏
t74
ノ4.δs椥6'
CountryhousesandcountrylivinginBritain
AtsuhiroSUGIE
Thisessaywillconcentrateonthetjvocategories:houseswhichdisplaythepower,opulenceand
characterofownerswhoseeknotjusttospendtimeinthecountry,buttoparticipate量n,andtosome
extentshapeandcontrol,thelifeandlandscapearoundthem.Itwillconcentrateonhouseswhich,
formedthecoreofalandedestate;whosere童1tsgeneratedmostorallofthehouseholder'sincome,
Somebighouseswithsmallestatesandindustrialorcommercialsourcesofincomewillfallintothe
net,butthecountrymansionsofthelandedaristocracyandgentrywilldominatethediscussion.
TheBritishcountryhouse:,popular重ycalledthestatelyhome,isarguablyBritain'sgreatestcon一
tributiontocultura塾andarchitectualhistory.WhereasinalmostallotherEuropeancountries,tlle
wealthylivedallddiedinthecities,therichofBritain-andinparticularEngland-hadandenduring
loveandfascinationforthecontryside.Theyhadfine,butrarelyostentatious,housesintown,andput
alltheirwealthandcreativityintctheircountryhouses.
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イ ギ リス に お け る カ ン トリー ・サ ・イ ド ・人 と館
杉 恵 惇 宏
はじめに
1750年にはす でに,庭 園,パ ー ク,そ の周辺 の農業用地 を備 えた裕福 な カン トリー ・マ ン シ ョン
がイングラン ドやスコットラン ドの低地地方の風景ではよく見られる特徴であった。イングラン ドだ
けで も5千 に近い屋敷 があ った と考 え られ,17世紀 中期 か ら第一・次大戦 までそ:れらの殆 どが残 って
いた。加 えて弱小ジ ェン トリー達の小規模 の屋敷 が無数 にあ り,さ らに銀行家,商 人,企 業家 たちの
しばしば壮大な田舎の邸宅がヴィク トリア時代に激増 していた。恵まれた地域にはカン トリー ・マン
シ ョンが豊潤 に存在 した。
本稿 は こ うした カテ ゴ リーの最初 の2点,つ ま り,た だ単 に地 方 で時 を過 ごす だけでは な く,そ
こに参加 しある程度は生活を形成 ・管理を目指 したオーナーの権力 と,裕福 と,特徴的な性格を明示
する館と,その周辺の風景を扱 うことになるだろう。,地代が土地所有者の収入の殆 どかすべてを生 じ
させた,そ の不動産の核になる館に,で ある。狭い地所に収入が商業的もしくは工業的財源である大
邸宅のい くつかは対象にはなるが,地 主の貴族 とジェン トリーほどには中心的な論点 とはならない。
(1)
カン トリーハウスは,そ の壮大さの規模 と程度においてさまざまに異な り,富と個人的プライオリ
ティの異なった レヴェル,さ らにはさまざまに変化する建築上の流行 と社会的好みを反映 している。
その頂上 にあるのが真の意味で の`statelyhomes',貴族の壮麗 な館で あ る。数多 くの ステイ ト ・ル
ーム,寝 室,大 勢 の使用人,手 入れの行 き届 いた広 大なパー ク ラン ドは館に も存在 する(し,存 在 し
た)。Chatsworth,Cliveden(NationalTrust),CulzeanCastle(NationalTrustofScotland)とPen一
rhynCastle,Petworth,Powisなどの 圧 倒 的 な壮 大 さ と広 大 さを 誇 る館 で あ る。
次には叙爵 しているか どうかは別 に してgreatergentryのマン シ ョンがあ る。 前者 と比較す れば
やや見 劣 りは す る もの のAttinghamPark(NationalTrust),TattonPark(NationalTrust),Wa亜lin一
gtonなどがそ うである。 こう した館の 中には建築的 には少 々気 ま ぐれな もの もあって,例 えばCoun一
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tryFermanaghにあ るFlorenceCourt(NationalTrust)などの正 面 玄 関 は気 の利 か な い,き わ め て
奇妙だと従来か ら言われてきたが,概 して趣味,流 行への意識,豊富な装飾 といった点では最上のも
の と肩 を並 べる存在 だった といえるだろ う。
次 に くる の がArlingtonCourt,FarnborGugkHal1(NationalTxust),GunbyHall(NationalTrust)
な どのManorHouseであ る。
これで十分な分類が出来たわけではない。こうしたカテゴリーか らはみ出す ものもあ り,特に19
世紀の館にはそういうものが多い。金融業者や企業家が新 しく建てたマンションは,し ば しば華麗に
して自己主張の強い装飾に溢れ,習慣 を無視 したものが多かった。
Gragsldeを初 めバ ッキンガム シ ャーの ロスチ ャイル ドの館AscottやWaddesdonもそ う した範疇
に入 る。猟期中 に起居す る猟小屋(huntingboxes)やジ ョー ジ王朝時代の 「ヴ ィラ」は次第 に姿 を
消 し,の ち に貴 族 が ホ リデ イ ・ホ ー ム と して建 て た`cottages'は同 じカン トリー・・ハ ウス に して も,
大地主のセ ンター として社交的,経 済的,政 治的役割 を欠 くもの であった。
産業革命の世紀にイングラン ドやウエイルズで空前の数のカン トリー ・ハウスが建築されたのは事
実である。このことはその時代の姿勢 ・態度 と野心的志望に関 して興味深い事柄 を示唆 している。
Hertfordshire,Northamptonshire,Northumberlandの各 県 で1780年以降 の一 世 紀 の間 に第 二 の 大 き
な建築の波が押 し寄 せ,こ れは大修道院 解体後 に起 きたテ ユウダー,ジ ャ.コビアソの建築 ラ ッシ ュに
比 肩 さ れ る もの だ と,ロ ー レン ス ・ス トー ン はAnOpenElite?一England1540-1880(Oxford,1984)
で述 べている。
(2)
カン トリー ・ハ ウ スは イギ リス に着 実 に増 え つつ あ った,`domesticserant'を当 初 は 少 数 な が ら雇
ったが,そ の数 は次第に増 えてい った。 当時の働 く条件 としては悪 くはな く,昇 進の望み もあ った。
その需 要が供給 に追いつかな いほ どの勢 いであ った エン ドワー ド時代で も,カ ン トリー ・ハ ウスに採
用されたい と思 う人には事欠かなかった。後期ヴィク トリア時代の絶頂期には,従僕や庭師な ど館外
使用人 を含め て数百人の使用人 を抱 えた館 もあ った。 ノ ッテ ィンガムシアのWelbeckAbbey館では
19世紀の終 わ り頃にお よそ320人の使用人 がいて,一 つの村 の人 口に匹敵 す る数 であ った。一般 には
20人か ら40人が普通であ った。
これだけの人間が集まれば,当然のことながら上下の階級が出来上がる。雇い入れる立場にいる人
間にのみ階級の差があると考えるのは間違いで,む しろ雇われる人間のあいだにこそ階級意識 と羨望
が存在 した。そ:れは一般社会の上 流 ・中流 にみ られる もの よ りも複雑 であ った。
そ の トップ に は 男 性 の ハ ウ ス ・ス チ ュワ ー ド(housesteward)また はバ トラー(butler)と女 性
の ハ ウ ス ・キ ー パ ー(housekeeper)がい て ・ 儀式 ・管 理 ・行 政 的 な 務 め を す る・ キ チ ン ・メ イ ド
(kitchenmaid)を統 轄 す る コ ック(cook)と御 者(coachman)は,トップの庭 師 と猟場 管理人
(gamekeeper)と同様,年 上で技 術を持 った責 任あ る立 場 にあ った。 規模 の大 きい カン トリー ・ハ
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ウスでは数多くの男性使用人を雇 うのも珍 しいことではな く,費用のかかることで もあ り,彼 らを如
何に管理するか大 きな問題であ った。18世紀後半の派手なお仕着せを着た,客 に見せびらかすのが
主な 貝的 の背が高 くてが っ しりした大勢 のワ ッ トマン(footman)を雇 う傾 向にあ った。 その数がヴ
ィク トリア時代後期に急激に落ち込むまではたいていのカン トリー ・ハウスでは,成 人 した男性は明
らかに少数派の労働力ではあったが,こ れはむろん今世紀に入ってもずっと続いた傾向ではなかっ
た。館内のそれぞれの部署ではそれ独自の身分序列があって,住 み込みの女性家庭教師は台身の階級
の背景 が優位にあ ったこ とか ら難 しい中間的立場 を占めていた。`belowstairs'(使用人 が住む地下 に
通ずる階段から出来た用語であるが,館 によっては使用人用の別棟を意味することもある)の区分け
は 「サ ー ヴ ァン ト ・ホー ル」 での 大げ さな デ ィナーの儀式 に表 されて いた。 そ こでは上級 使用 人
(upperservants)の`theupperten'が形 式 的 に他 の 場所 で食 事 を終 え るた め に 最初 の コー ス の あ と,
席を空けるのである。
「ア パ ー ・テ ソ」 とは 先 ず`HouseSteward'「ハ ウ ス ・ス チ ュ ワ ー ド(家 令)」 で,邸 内 の サ ー ヴ ァ
ン トの人 数に関係な く常 に 「長」の役割を果た し,主 人 の私的 な`valet'(そば仕 え,従 者)以 外 のす
べての`manservant'の雇 用 ・解雇 の責任者 であ った。 関内の必需品 を供給す る影響 力を備 えた人物
で,役 割上,堂 々 とした風采 の持 ち主であ るこ とが要求 される。
Housekeeper「家政婦」は 「ハ ウス ・スデ ュワー ド」の女性版の役割 を担 当 し,食 品貯蔵室 を管理
し家計 簿をつけ る。`Lady'sMaid'(侍女),Nurse,Cookなど奥方 自 らが選 んで管理 する人 々を除 い
た女性使用人の責任者で,制服を着用 しない押 しの効 く人物であった。
`GroomofChambers'男性使用人の中では二番 目に ランクされる立場 にあ り
,主 人 の ご用 係 り。 仕
事 の 種 類 は 多 く,配 下 に`Under-Butler'と`Footman'がい た。
`Butler'「執事 」 ワインを管理 し
,食 堂 を統 轄 し,.居間 を定期 的に見 て回 り,必 要 な らブ ライン ド
を下ろ し,暖炉が充分に燃えているか,新 聞にアイロンがかけてあるか,な どすべてが申 し分ない状
態であ るかを確認す る役 目を持 ってい る。一般 には 「アンダー ・パ トラー」fワ ッ トマン」 と して の
努め を終 えて この仕事 につ く。 「ワ ッ トマ ン」全員 を管理 し,主 人が食事 をす る ときは椅:子の後 ろに
立つ。館に よ り,時 代 によ り,使 用人の中での最高責任者 であ る場合 もあった。
`Valet'主人の身 の回 りの面倒 一一切をみ る極 め て個人的 な役 割。主 人の い く先hへ っいて い く。奥
方に仕え る 「レ デ ィーズ ・メイ ド」に当た る。
`Lad
y'sMaid'「侍女,小 間 使」奥方の寝室の世話,衣 装や結 髪な どすべてに気 を配 る。
℃ook'また は`Shef'"Upperservant"の最 後 に ラ ン ク さ:れて い る が報 酬 の 多 い ス ペ シ ャ リス トで
あったから,使 用人の間では羨望の的であった。館によってはCookには寝室以外に特別に一部屋
(地下の場合が多いが)与 えられていた。
以上 が`UpperTen'だが,10人 に達 す る数 だけい ないの が不思議 で あ る。 この下 に属 す るの が
`LowerFive'であ るが
,こ れは5の 倍以上の数の人間が並 ぶ。
`Under-servantT下働 き,下 回 りの召使 い」の中 には野心 もな にもな く,た だ ひたす ら現状 の下 働
きの地位に甘ん じている者 もいたが,サ ーヴァソ トとして高い地位につきたい と切望する者も当然の
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こ となが らいた。若 くて美人の キチ ソーメイ ドたち は,一 年 に一 度,館 内で催 され る舞踏 会で公爵の
息子 にみそめ られは しないか と夢 をふ くらませた もの であ った。 しか し,こ う したday-dreamerた
ちはハウスキーパーに叱られて 「目を覚まし」,洗濯用のたわ しの現実に引 き戻されるのがおちであ
つ た 。
`Footman'お仕着 ・せの服 を着 て,ド アの開閉 ・食:卓の給仕 な どをす る。「アンダー ・サーヴ ァン ト」
の中では最高の位置。幾室 もの居間に石炭を運び,ブ ーツを磨 き,ラ ンプを調整 し,朝食を配膳す
る 。 半ズボンにシルクのス トッキング,頭 髪をなでつけた姿で食卓の給仕をする。午後は客を迎えた
り, 主人や奥方 に付き添って馬車に乗 り,目的の場所に着 くと馬車についている階段を とりつけて家
族が降 りやすいようにする。家人が出かけるときは適当な間隔を開けて後方を歩き,お 目当ての家が
近 づ くと急いで先回 りを して玄関の ドアをノ ックす る。Valetの替 わ りをす るこ ともあ る。
`Under-Butler'たいていの館で は仕 事着を着 た下 男 に属 す る。 「ワ ッ トマ ン」 とともに 「使用人 ホ
一ル」で肉を切 りわけ し,料理人の仕事を助けた。
`YoungLady'smaid'子供 部 屋 の メ イ ドと同 じパ ー トタイ マ ー で あ っ た が ,ヴ ィク トリア時 代 の カ
ソ トリー ・ハ ウスの規模 か らする と,彼 女 たちはいつ も多忙で あ った。館 の娘 たちにモーニン グ ・テ
イ を運んで目を覚まさせ,カ ーテンを開け,暖 炉の火を確かめた。ほかには奥方の侍女 と同 じような
仕事をす る。
`Housemaid'二つの グルー プに分け られ,ベ ッ ド・メ イキン グを手 伝だ った りす るが,朝 は5時
か6時 に起 きて台所仕事についた。
`Still・roomMaid'「家 政 婦 」 の仕 事 を 助 け る。 す べ て の寝 室 に 「ア ー リー ・モ ー ニ ン グ ・テ ィ」 を
運 んだ りした。
`Scullery-maid'たいて いはY3-14歳の 子 供 で,掃 除,み が き,か た づけ が一 日の 大半 の 仕 事。
`Kitchenmaid'前者 と同 じよ うな 仕 事 をす る。
`1.aundrymaid'洗濯場は外 にあ る ことが多い理 由か ら戸外の召使 い と考 え られた が,食 事:は`Ser一
vant'sHall'でし た 。
`Dairymaid'屋内
,屋 外 どっちつかずの位置 にあ り,キ チγ メイ ドとほぼ同 じ仕事 で,家 畜の世話
も した。
ρ ℃oachman'四輪馬車 の手綱を とった り,馬 と馬:車の管理 に当 たった。
`Groom,頭立ての馬車の先頭 左馬に乗 った。
`Oddman'臨時雇 いでなんで もした。
`Steward'sroomman's家令 」 の部 屋 で必 要 な仕 事 を した 。
`Servant'shallboy'`Hallboy'ともいい,若 い見習 いで,前 者 の仕事が 出来 るよ うに修行す る。
〔3)
以上 の如 くであ るが,館 によ り時 代によ り仕事の 内容 は多少の違 いがあ った。
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多 くの館では使用人の世界は次第に家族 とは隔離され,特 に十九世紀ではこの傾向が強まった。館
に住む家族の間にプライヴ ァシーへの要求が強まり,使用人の棟は庭園も家族の部屋 も見えない別の
棟 に(servicewing)に移 され てい き,使 用 人の姿 を出来 る限 り見 えないですむ よ うに,裏 階段 や特
別な廊下が導入されるようになった。使用人と直接顔を合わせな くてもよいように,手紙でしかコミ
ュニケーシ ョン交わさなかった人 もいたほどである。呼ばれもしないのに階上に上がってきた使用人
を即刻首に した館主もいる。家族の秘密を村人から守るために遠 くはなれた土地から使用人を雇う傾
向があ った といわれてい る。
(ヴィク トリア朝時代の都会の邸宅は,同 じ屋根の下に,二 つのはっきりと区別 された階級が住め
るように設計されていた。邸宅を所有する家族は,一・階 と二階で生活 し,使用人は地下で生活 し,食
事を し,屋根裏部屋で寝た。イギ リスの大都市の建物で,通 りから見える,地下室に行 く 「エ リア」
は,明 か り取 りの意味 もあるが,同 時に正面玄関を通 らないで使用人の部屋に行けるように作 ら=れた
もの で もあ った。 「
使用人が屋根裏部屋から地下室に,「家族」の邪魔にならずに行 き来出来るように,二 つの階段が
作 られた。 カーペ ヅ トも電気 もつ かないほ うが使用入用 であ った。両者 を分け る もう一つの もの が ド
アで,「片や 白いペ ンキで塗 られたク リスタルのノブ」,片やグ リー ンのベー ズ と砲金灰 色の ノブで出
来 ていた。)
遠い中世では主人の家族 と使用人はおな じ 「ホール」で生活 したことを思えば隔世の感がある。ヴ
ィク トリア朝時代に入 って家族のウィング と使用人のウィングが完全に分けられてから,使用人に対
する福祉の問題を考える領主が出てきたことは特筆すべき事柄である。男女の寝室を別にしたり,彼
らに対する教育 を考慮 した り,娯楽 として年に一度舞踏会を開いて家族 と使用人 との交流を深めると
言 った,そ の数は少な いが,労 働組合 な どなかった世界 では考 え られない ような こ とも起 きて きた。
イギ リスの上流階級の間で,共 通のアイデンティティの意識を融合させ支えるべ く行われてきたカン
トリー ・ハ ウス ・パー テ ィや,そ の他の娯 楽が限定的にではあ るが,他 の階級 と共有す るまで にな っ
たこ とは,イ ギ リスにおいて しか考 えに くい。
それに して も,「家族」が住む(そ して住んだ)空 間の装飾 と建材 と雰囲気が,使 用人が使った空
間のそれらを比較 して,そ の極端な違 いに驚かざるをえない。
(4)
ア ソグロ ・サ クソン時代の イング ラン ドには,暗 黒時代以後の ヨー ロッパの多 くがそ うであ った よ
うに,た いていの土地は王に属 していて,忠 誠 と実際的支持 と引き替えに一区画の土地が貴族に与え
られた。無論,「貴族」の称号は後からや ってきものである。こうした領地は王の権力を脅かすよう
な広 さではな く,農夫や家畜や設備などで小さなコミュニケーションを作る管領や家臣に分割・ない
しは貸 していた。
マ ナ ー(manor)は`Iremain'とか`Idwellとい う意 味 の ラテ ン 語`maneo'から きて い る言 葉 で
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あ る。`マナ」 「荘 園Jは 土地 を所 有す る貴 族(noble)ない しは 「領 主」(lord)の土地の ことで,
コ ミュニ ティはその領地 での生計 を当てに してい た。
`lord'はア ソ グ ロ ・サ ク ソ ン語 の`hlaford'の省 略 さ れ た形 で あ り,`hlaf'〈aIoafo[bread)を提 供
す る人 を意味 して いる。 五百年間 にわた って 「マナー ・ハ ウス」 とその土地 との 関係は,文 字の アル
フ ァベ ッ トと共 にイング ラン ド人の意 識の中 で強 め られて きた。 コヅク二一 ・ス ラングで`getoffmy
manor'は`geto∬myturf'(わた しの 縄 張 りか ら出 て 行 け)と い う意 味 に な る。
ウ ィ リア ム征服 王 が1066年に イング ラン ドを 占領 した とき,彼 はい くつ もの革 新を もた らした。
その第一は,す べての土地は王に所属するという,い わばイングラン ド史上最初の国営化を実践 した
ことであ る。 この ため にウ ィ リアム一 世は1086年に 「土地台帳 」(DomesdayBook)の編 纂 を命 じ
たのである。こうしてすべての土地は個人の所有を離れて王の ものになる。かわって貴族や要人が土
地所有の権利を持つことになる。土地の自由保有権の所有者である。 これ らの権利は法律で認められ
た仮契約によるか,遺 言によって所有者か ら相続人に引 き渡すことが出来た。父親の死によって長男
がその まま称号 と・財産 を相続す る とい う長子相続 法は,ノ ル マ ンが もた ら した もう・一・つの新機軸 であ
った。彼 らはそれぞれの世代が荘園の権力を円滑 に次の世代に移 してい くことを望んだ。領主に息子
がいない場合のことを考えて,14世紀 にはさらに法律が加えられる。土地相続 人の限定で,イ ング
ラン ドでは土地相 続 を男子 のみ に制 限 した。`Knole'で生 まれ,育 ち,こ の館を こよな く愛 した作家
のVitaSackville=Westがx親の死後,館 の相続 を切実 に望み なが らも,長 子 相続法 のた めに涙 を
のんだのはよく知られた事実である。1
しか し,この二つの土地法が土地所有の安定を保証 したことも事実である。やがて荘園領主の力に
も変化が生 じる。封建制度の崩壊 とともに新 しい階級の,財 産所有者 として ヨーマソや成金の実業家
が台頭 してきた。 この英国法は土地所有者が生前中の証文または遺言により財産処分をまかせている
限 り,本 人の 死後 も土地 をそのま ま残す こ とがで きて きたのであ る。
(5)
イギ リスの カン トリー ・ハ ウス(し ば しば ステイ トリー ・ホ ーム と呼ば れて いる)は イギ リスの文
、 化史,建 築史におそらく最大の貢献を した と考えられる。 ヨーロ ッパのほ とん どの国では有産階級は
都市に住み,死 んでいったが,イ ギ リスの,特 にイングラン ドの有産階級は田園地方に変わらぬ愛情
と魅力を感 じて きた。都市には素晴らしいがけばけば しくない叡を持ち,富 のすべて と創造性を何世
紀に もわ たってカン トリ 一ー・ハ ウスへ つぎ込 んで きた・
その結果は現在見るとおりである。イギリスのカン トリー ・ハウスは,他 の国の追随を許さないほ
どの多様に して活力のあるスタイル,建 築,内 装,そ して優れた仕上げを見せた。資金を持った人た
ちが建築家,技 師,デ ザイナー,風 景式庭園師,庭 師,優 れた工芸家をイギリス全土はもとよりヨー
ロヅパから集めて,県 内また県外で もいっそう立派な館を建てさせ,今 口でも依然 として人々に深 く
影響する伝統 と比類なきイギ リスの文化的遺産を創 りあげてきた。
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しか しな が ら,ス ペイ ンが16世紀 か ら17世紀 にかけて ラテ ン ・ア メ リカを征 服 し,こ れ らの文 明
から取 り上げた資産 と金で繁栄 し(しか し一旦,富 の資源を使い果たすや衰退 していったように,イ
ギ リスの カン トリー ・ハウ ス も同様の繁 栄,衰 退の課程 を辿 った。
人類が洞窟を出て住居を建てて以来,そ の住居を改善する方法を考 えて きた。同様に文明が発展 し
社会が階層化されて以来,強 者 と弱者,富 める者 と貧 しい者,指 導者 と被指導者が存在 している。 ど
ういうわけか社会階層の トップに位置する者は,一 般の人間の住居よりも立派な家にすんで自分が傑
出していることを示 したいと願 ってきた。素晴 らしい住宅に住む ことで他 との違いを見せようと,今
も昔 も多 くの人間が熱望する。
イギ リスの カン トリー ・ハ ウスは,特 にイング ラン ドにお いては,二 つの違 った歴 史的発展 を見る
ことができる。一つは城や要塞を無用のものに したい戦いの衰退であった。 もう一つは土地を所有す
る,それはおそ らく王への忠誠 と武勲にたいする報酬 として先祖が受けた ものであろうが,さ らには
ヨーロ ッパへ旅を し,したがってその都市と歴史的文明を賞美する機会が急速に増 えた貴族の確立と
成長であ った。
こう した訪 問で多 くは美術 と彫刻,レ イ アウ トとデザイ ン,建:物と庭 園の コン トラス ト,そ して特
にイタリー とギ リシャの都市の歴史的 ・文化的壮麗さに深 く印象づけ られたのである。
今日われわれが忘れがちな事柄の一つは,一 九世紀 と産業革命までは,イ ギ リスは大陸の多 くの人
たちからい くぶん文化の遅れた国だ と見なされていたことである。イングラン ド,のちのブ リテンが
強力な海洋国家 となった ときです ら,文化的に劣る国だと大陸では思われていた し,現代において も
その痕跡 な きに しもあ らず とい った感 を いだ くイ ギ リス人 もいない では ない。1960年代 に・fギリス
のEEC加入に際 して見せたフランスの ドゴール大統領の敵意は,全 体的な政治的配慮よりもむ しろ
こういつた背景 を持 つ と考 えるイギ リス人 もいる。
過去数世紀にヨーロッパを旅 したイギ リス人はほ とん ど皆,そ れが研究のためであれ,外 交や国家
的事業 のためであれ,貴 族 ない しはその随 員出身であ った。彼 らは,ヨ ー ロッパ とイギ リスに おけ る
上流階級の文化のギャップに気づいていた し,迎えられた国の人たちによってそのことを気づかされ
ていた。 そのため長 い年 月にわ たって貴族階 級の師弟が ヨー ロ ッパを 「グラン ド・ッア」 して彼の地
の言葉を学んだ り,歴史や文化に没頭 していった。彼 らは有名な建築物や広壮な館 ・宮殿を見物 し,
驚嘆 した。金 がある者はイギ リスに帰 るや,コ ピー,レ プ リカを建て るこ とに と りかか:)た。
`Al]goodideastravel.'
'lmitationisthesincerestfromofflattery.'
と言 う二つのよく知 られた諺 を具体的に示すものであった。 しか しイギリスで生まれた ものはコピ
ーで もレプ リカで もな くユニー クな ものであ った。
第一に,こ うした館はほ とん どが地方に建τ られ,ロ ーマやフラγスの見事な大通 りに沿って並ぶ
邸宅ではなかった。 これは邸宅それ自身 と同様,邸 宅が建てられる景色を重ん じたことの証拠で もあ
る 。
第二に,そ れは競争心を貴族の間に引 き起こさせたことである。
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第三に,数 世代にわたる傑出 したイギリスの建築家 と室内装飾家,風 景建築家 と測量技師が創 り出
した ものであ った。彼 らは多 くの カン トリー ・ハ ウスの構造 を考 え,設 計 し,管 理 し,そ の仕事 を実
行する次第に増え続ける優れた職人や小売商人の評判を考慮 した。次々にこうした人々の技術が海外
か ら顧 客 をもた ら し,そ して新世界に移動 してその地で働 く者 もいた り,ま れではあ ったが ヨ一口 ヅ
パ大陸に引っ張られて行 く者 もいた。
有産階級はカン トリー ・ハウスを建築 した り,壮大な,そ して贅沢な規模に建て直 した りするため
財産 を浪費する一方において,領地内に住むテナン トの生活は貧 しく,世話の行き届かない農場 とコ
テジでむさ苦 しいを強い られていた。 しかも,彼 らとしては滅多なことでは踏み入れることの出来な
い館の建築 と維持のための資金を調達 するために小作料と他の重い負担が小作人に課せられた。
多 くの場合にその通 り'であったろうが,イ ギリスの貴族 と大地主階級はその時代の規範に従ってう
まく領地を経営 し,そのテナン トの面倒をみたことも事実である。結局,領 地が維持され,農 夫が地
代を払 うことが出来,使 用人が出来 るだけ長 く雇われるようにすることは,家 族の長期の利益につな
がるものであっだ。事実,イ ギ リスにフランス革命のような急激な社会変動が起 きなかったという事
実は,大 地主 と小作人の間に明確にして厳格な階級意識が存在 しながらも,何世代にもわたって実行
可能な関係が維持されていたことに大 きな原:因があるだろう。
たいていの家族が館に庄んで領地の中における村人や使用人の生活,動 向をつぶさに見てきたとい
う事実があったがゆえにこの関係が維持されてきたのではないだろうか。特にフランスな どでは,貴
族は町に住み,領地のことな ど無視 してきたが,そ れでも彼 らは権力を行使 した人たちにしばしば経
営をまかせることによって出来る限 りの利潤を掴 もうとしてきた貴族に大いなる問題点があった。
だか らといって,イ ギリスの領地が経営されてきたポジティヴな面に余分な感傷性を抱 くのは禁物
である。が,そ のや り方はうま くいって 「慈悲深い封建制度」をその時代をはるかに越えて生き続け
させて きた。事実,は るか以前 に消 え去 ったはずの数 しれ ない領地が今な お運営 されて いる。
(6}
しか しなが ら,一 九世紀 には二 つの ことが起 きることにな って,多 くの領地の終焉 を招 き,数 多 く
'の カン トリー ・ハ ウスの崩壊 とい う長 い暗 い夜 につなが ったのであ る。その一つ とは,照 園社会 とい
える ものか ら都 市社会 に近 い ものにイギ リスを変 えて しま:つた産業革命 であ る。 もう一つは,一 八七
O年代の農業の荒廃状態であった。大地主の核 としてのカン トリー ・ハウスはこうした出来事に生 き
残一りはた易 くなかった。無償の まま生 き残 ったの は致す くな く,そ の結果,数 多 くの貴族 の領地 とカ
ン トリー ・ハ ウスの維持 ・管理の放棄状態 が始 まったの であ る。
しかし,全ての領地 とカン トリー ・ハウスが打撃を受け,全 ての貴族 と地主階級が呆然 と立ち尽 く
したと結論づけるのは早急に過 ぎる。
多 くは来るべき事態を察知 し,財産の保有に方策を講 じた。 こうした一つの手段は,す でに出来て
か ら長い年月が経っていたが,財 産を分割せずにすむ長子相続権で,一 家の長の死後,領 地は常に長
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男に引 き継がれ ることにな る。次男以下はそれまでに充 分な教育 を受け,経 済 的援助 からも与 えられ
ていたけれ ども,家 を出て自活 しなければな らなかった。軍隊,政 府機関,教 会関係な どでまう くや
ってい く者 もいれば,耐 乏生活 を強いられる者 もいた。が,ジ ェン トルマンには受け入れがたい と考
え られていた産業や商業に関係す る者は極めて少なかったこ とについては,マ ーチィソ ・ウ ィーナの
E"8」勧C361ず2惚伽4"3θ.0θo伽θ(ゾ'々o伽4¢`s'廟1助'鷹1850-1980(1981)に詳 し く述 べ ら:れて い る 通
りであ る。産業や商業 に従事する者 がいれば,マ ネジメン トや財務管理 について知 ることが出来,そ
の水準が この時代の初歩的な ものであ った として も,家族の財産 に忍び寄 る運命 を回避 し防 ぐことに
役立 ったかも しれない。
長子相続法 とは別 に,領 地は他の防御方法を持 っていた。絵画,宝 石,そ の他の価値あ る品物 を気
が進 まないなが らも売 り渡す ことが出来た。領地 にあ る農場をい くつか現借地人 に売 ることも出来
た。彼 らは勤勉 と見通 しの良 さと鋭 い明察 力をもって農場を購入す る力 を蓄 えていたのである。借地
人であろ うと外部の人間であ ろうと,土 地 を売 ることは領地 を持つ人間の しば しば後悔の もとにな っ
た。領地を細切れに し,必 要な時 に資本を供給 するこ とは出来たけれ ども,将 来それ以上に必要な時
の収入源を断つことになる。
領地が分割されると別の悪影響が生じた。売られた農場と小自作農地がある場所次第で,領地の総
体を乱してしまう。土地管理人の事務所にある大きな地図は,領地の境界線を示す赤い線の部分の中
にすべてが始 まるオー ガニ ヅクな総体であったのに,売 買後の地図は,パ ッチ ワーク ・キル トの よう
にば らば らで,通 行権や共有道路や らをその他込み入った事柄が絡み合 って くる。
館に運命の時 がや って きて,領 地全体が売 りに出された とき上記の状態では甚だ しく魅 力に欠ける
条件 とな らさるをえない。館か ら,ま たは庭園か ら一般住宅 が見えるか らとい って,か つて,村 ごと
姿が見 えない場所に移 した所有者 もいたほ どである。売値に大 き く響 くこ とは間違 いない。
若い貴族の間に都市の魅 力が浸透 し,広 がってい った事実 も見逃せない。地方 にある家族の大邸宅
はすば らしいものであったに して も,本 当の社交場はロン ドン にあ った。汽:車で簡単に旅が可能な便
利な今 日とは事情が違 っていた。
=L白地 か らの 離脱 が 頂点 に達 し,そ して,多 くの カン トリー ・ハ ウス に人 が 住 まな くな った。
領地は会社経営者や織物王,銀行経営者,武器製造者,鉄道の大立者,ビール製造業者たちの手に
渡 っていた。6彼らには貸 した農地 からの収入に頼 らないで広大な土地を維持で きる莫大な収入があっ
たか らである。地代は歓迎すべ き余分 の収入であったが,領 地生 き残 りのために欠 くべか らさるもの
ではなか った。上記に示 した買い手だけでは足 らず,い ろいろなグループに,射 撃や狩 り用 に,田 舎
への休 日,隠遁用に貸 し出されたのであ る。 それでもなお,空 き家状態のほ うが長 く,結果 として所
有者たちは館をこれか らさ き維持管理 で きないと遺憾 な結論を出 して,取 り壊 しに踏み切 ったのであ
った。1870年代の初 め で あ る。
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(7)
取 り壊 しを選んだ最初のカン トリー ・ハウス所有者,と いう望 ましくない名誉を持つ人,そ の名を
ヘ ソ リ ・ヴ ァイナ(HenryVyner)という。彼は長い系列 を持 つ貴族 の末喬 ではな く,比 較的ニ ュウ
・カマ ー で あ った。1872年 リソ カ ン シ ャの ニ ュウ ビ ー ・ホ ー ル(Newby}lall)を,自 分 が引 き起 こ
す こ とにな る連鎖反 応 につい ては知 る由 もな く,取 り壊 して しまった。
その日からカン トリー ・ハウスの取 り壊 しが現在抱える問題の唯一の解決策であるようにみえたの
であ る。ユニー クで特権的な世界の中心地であ るこ とか ら,カ ン トリー ・ハ ウスはアナ クロニズ ム,
無用の長物,世 界に妥当性を持たない概念 となった。それには収入税 と相続税の導入な どの変化をそ
れ以上 に進め るもう一つ のむ つか しい要素 もあ った。
相続税は第一次世界大戦の問いくつかの家族には厳 しくの しかかるものであった。一家の資産が子
孫の間に均等に配分 されるように,長子相続を減 らすのを第一 に望んだ立法者の意図 とは反対に,上
流階級の間ですら戦争中,子 弟を失った結果は予想外に ドラスティックであった。莫大な相続税が戦
争中に息子を亡 くした家族にふりかかり,すべての土地を売却せざるをえな くなった館 もある。カン
トリー ・ハウスを買う人間がいなければ取 り壊 して,人 件費 と固定資産税 と維持費を少な くしなけれ
ばな らなか った。
この長い破壊の歴史はほ とんど今 日まで続 いていて,国 民の失望の原因 となっている。1870年以
来,両 大 戦 と1960年代 には特 に多 いが,二 千以上の カン トリー ・ハ ウスが姿 を消 して いる。 ようや
く世間 の注 目を引 き,カ ン トリー ・ハ ウスが絶滅寸前 の種 であ る ことを示 したの は,1974年に 「ヴ
ィク トリア ・ア ン ド・アルバ ー ト ・ミ ュウゼア ム」 で催 され た展示 会 と,そ の翌 年 に刊行 され た
TheDestructionoftheCountryHouseの出現 で あ った 。
今 日で こそ長 く続 いたカン トリー ・ハ ウス取 り壊 しダー ビー は終 わ りを告げてい るが,今 世紀 の早
い時期の こ とを考 える と,イ ギ リスは まるでカン トリー ・ハ ウス一掃 を決心 したかの よ うな勢 いであ
った。カン トリー ・ハウスは建築 と室内装飾 と美術品の驚嘆すべき成果である。風景式庭園 と見事な
までの美 しい森林の中に立っているけれども,それがその場所に深 く根ざ した家族にとっての住居で
あ り,家族が維持するのに多 くの努力と時間を費やして初めて,館 は真に機能 していることを十分に
容認 してこなかった。いったん家族がいなくなれば,実現可能な 目的をもたない石 と煉瓦の巨大な塊
とな り果て るのであ る。
学校の寮,訓 練施設,病 院,ホ テル,幼 稚 園,老 人 ホーム,ト レイニング ・セン ター,事 務所,等
々,数知れないほ ど利用されているではないか という反論 もさりながら,空 き家である状態よりも利
用されていることで廃嘘への道を早めている館 も少な くないのも現実である。様 々な施設 として使用
するために内部を多様に細工をして原型を留めないほ どに変えて しまい,外部にもさまざまな建築を
許す結果,一 つの 「町」の様相 を呈 して カン トリー ・ハ ウス とは言えない状態 にな って しまうの であ
る 。
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そうではあるが,カ ン トリー ・ハ ウスが色 々な施設 として利用 されていることが,多 くの恩恵を与
えていることも疑 う余地のない事実 ではある。
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